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ハコネウツギ

ハコネウツギ・ニシキワッギ・クウツギ

ハコヰウツギは海岸から沿海地の平野部に，ニシキ

ウツギとケウツギは山地生でブナ繕の高い所まで分布

しています。三者とも典型的な形では容易に識別でき

ますが，花や~形に変化が多く，互いに接して生えて

いるような所では雑種ができ分類が雛しくなり ます。

この類は崩事草地や道備などの裸地にまっ先に侵入し

て定着す るいわゆる先駆績物です。したがって崩尊重地

や道路の法面の緑化にも使われ，箱綬・丹沢山地に見

られるハ コヰウツギは栽植したものかも知れ ません。

花は 5-6月の侮雨前に咲き，すでに花期は過ぎてい

ますが，三種の見分け方について述べて見ます。

ハコヰウツギは海岸生では葉は厚く ，強い光沢があ

り，毛は殆んどありませんが，沿岸地の平坦地のものは

てりも鈍り，裏面に毛が見られるようになります。毛

の変化は多いようですが，ニシキウツギの毛とは明ら
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ニシヰウツギ 7 ウツギ

かに異なって L‘ます。花冠は上半部が急にふくらみ太

くな ります。

ニシキウツギはハコヰウツギに比べ， ~も小形で光

沢がなく，裏面の中肋上には屈毛が密生し，薬の先は

しだいにふくらみます。ところが箱綬，丹沢山地の道

沿いにはハコヰウツギが生えていて，ニシキウツギと

の間にいろいろな段階の中間形が見られます。これは

両績の自然雑種でハコヰニシキウツと呼ばれるもので

す。ほかに花冠の形はニシキウ yギによく似ています

が，花は初めから赤<，葉柄は殆どなL、かまたは長さ

3- 5前m， 裏面中肋の毛はさらに著しレフジサンシキ

ウツギが知られてレます。
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ケウツギはビロードウツギともいわれ，花は初めか

ら漉紅色で外面には毛が多くあります。校や葉柄は赤

味をおび， ~の裏面中肋や側脈上には立毛が著しく，

子房，がく，薬柄など全体に毛の多¥，.智i頬です。葉柄

は長さ 1-3置mで短L、ところはフジサンシキウツギに

似ています。(高橋 秀男)



横浜南ブロックから

( M 1 N )南区六ツ川・山王台方面を歩く，かつて

はクマガエソウ， シラコスゲ， ンン Eズヒキ，スズサ

イコがあったが今はな し、。それでもイヌガンピを 2本

見出し，貧弱ではあるが 1本を標本とした。確か本種

は大船今泉附近にもあったと記憶するが，綴浜では主主

品かと思う。他にはケンポナシ，ヤ 7 ラ ッキョウ，イ

Rコウジュ，アプラススキ，ヤマハヲサ4 オ， ワレモコ

ウを見た。 (OCT.，21.1979)

( M 1 N )南区別所方面，セイタカヨシ，コウヤボ

ウキ， ヒヨドリパナドリヒメワラビ，オオベニシ

ダなどを採る。 (OCT.. 17. 1979) 

( 1 S 0 )磯子区氷取沢大谷戸左俣方面を間部泰助

氏と歩く。へラシダ，オオハナワラビ，ヤ マヰコノメ

ノウ，カラタチバナ， フユイチゴ，サイハイランなど

を見た。 (MAR..21980)

(長谷川義人〉

県北ブロック

学 習会状況の報告

3月16日(鳥屋)農家の裏山でフクジュソウの群落

が美事に咲き誇っている。残念ながら自然、植生ではな

いようで，観賞価値は高いが調査目的の標本価値は疑

わしし、。

4月20日(焼山)早春の山にキクザキイチリンソウ

が楚々と咲く。タチヰコノメソウ，アカヰス Eレ，エ

イザンスミレ，ナガパノス Eレサイシンなど春の山の

常連が顔を出す。ヲロモジの花はよく目だつがヤ 7 コ

ウパンの花はうっかり見おとしそうだ。 ヒナス Eレに

出会ったのが印象に残る。

4月29日(石砂山)大場先生も同行して指導して頂

く。足もとにはフデ リンドウ， ス Eレ，アカネスミレ

の咲く道。ヤマツツジの赤が緑の中に点在。 コウゾ，

サルトリイバラの花期の標本を採る。カンアオイも雑

木の伐採あとに多数散在。ドクウツギが盛花期で，触

れると花粉の黄色L‘煙が立つ。道志川河原でヤシャゼ

ンマイがある。ランヨウアオイも花をつけている。花

はないがヒトツノてショウマ， ダイモンジソウ， イワギ

ポウシ，カナウツギの着く墜にヒメウツギが咲く。足

もとのナルコスゲで大場先生の説明がはじまる。水流

にそって，時には棋ぎわが水に洗われるようなところ

にこの植物は生える。この生態は石砂山を越えた帰路

にも小川の水流の傍に生育するナルコスゲを教えられ

て全員納得する。道志川を渡ると株立ちのヤマオオイ

トスゲと走出校で広がりをもって生えているオオイト

スゲが道路の両側に斜めに向かい合って対称的である。

大場先生のご説明で難解なスゲ類が少しずつ身近きを

捕す。コカンスゲ， カンスゲ， ヒメカンスゲ，ケスゲ，

アオスゲ， ヒカゲスゲ，モエギス ゲなどが顔を出すな

かにハガクレスゲの説明も聞く。道輸の崖にヒメカナ

ワラビ，オオイタチシダ，ツ Jレデンダがある。釣具広

の傍の石垣にクモノスシダがびっしりはりつL、て L、る

のを見て大場先生がカメラを構える。てっきり自然績
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生だと思った私がこれは凄いと声をあげて採ろうとし

たら釣具庖のオヤジが大声でどなる。栽繕しているの

だ。興ざめして歩くうちに大場先生がサクライカグマ

を見つけて説明される。ャマヤブソテツらしいのもあ

る。オオツクパヰウツギが満開だ。良道に出るとミツ

バッチグ 'J，キジムシロ， クーサノオウ， カラスノエン

ドウ，カスマグサ，ヤプタビラコ，オニタビラコなど

も不精しないで採集する。

山道にかかるとキランソウ，チゴユ 'J. アカネスミ

レ(オカスミレも混生)， ウグイスカグラ，ウリカエ

デ，ダンコウバイ ，コ パノガマズミを採りつつ行く。

大場先生がアケポノスミレを探そうと樹林の聞を歩い

て見つからぬまま道に出たところでンロガヰスミレを

発見。山頂近くに花をつけていないがウラジロノキ，

アズキナシがあり枝葉だけでも標本にと採っていると

き大場先生の「ヤマナシが満開だ」とはずんだ声が聞

こえる。全く美事に咲~.ている。ヤマナシは山頂や峠

のよ引に人が憩うようなところに多レょうに思うから

自然傾生かどうか疑わしい点もあるとの説明を聞く。

カス Eザクラも満開だ。樹皮が破れてポロボロの特徴

のあるアサダもある。初めてお目にかかるオオウラジ

ロノキの幼木を大場先生が見つけて説明される。山を

下って里に出たところのタンポポに総萄片の角状突起

を全く欠く株が沢山あってエゾタンポポかと迷う。大

場先生はカントウではないかといわれる。オカオグJレ

マの咲く典型的な田舎道の帰路イヌナズナの小群落が

ある。どういうわけか近年この縞物は近郊から影をひ

そめつつあるとの説明に一番厳近はどこで見たかとあ

わてて想L、出してみる。

5月 3日(青野原寺入沢)ヒトリシズカ，ヌカボシ

ソウ， ウワパ Eソウ，カンアオイ，ケマルパスミレ

アカヰスミレ， アオイス Eレ，ス Eレ，ニ，イスミレ，

オカスミレ，ニオイタチツポス Eレガタテンナ

ンショウ， ホソノてテンナンショウヤ 7 カタノ、i(. ， 

チゴユリ， ヒメハギヤマンキ E。花がまだなので

残念なのはヒ ロハコン ロンソウ， ジャニンジン。ジュ

ウモンジンダ，イワデンダ，ホソパトウゲシ パ，オク

マワラビツデウラポシ， アオイチゴツナギ，ヤ 7

オオイトスゲ，オオイトスゲ，ケスゲ， ヒカゲスゲ，

ヒメカンスゲ，ナルコスゲ， カワラスゲ。

うれしい獲物はタチガシワ。発育の良いフデリンド

ウが沢山あって，一株に17の花をつけているのにはピ

ックリ。(域川四郎)

プロック別植物調査 一横浜南地区一

今年度最初のブロック別植物観察会ー積浜南部地

区ーは早朝から雨であった。担当責任者でもあるし，

どなたかお見えになって L、るといけないと思って，氷

取沢バス停へ出かけた。戸塚区の林さんと金沢区の内

藤さんがお見えになっており，このドシャブリの雨で

すが出かけますかと相談したところ，ぜひ出かけまし

ようとの返事。傘をさし，雨にねれながらの氷取沢市

民の森の散策となった。

このコースはようやく春が盛り，萌えるような新緑



がきれいで，その中にサクラが点在し， しかも満開， ジゲジシダ， ヒメワラビ， ミゾシダ，エビラシダ，ャ

幸い人影もなく，時ならぬ雨のお花見となった。この マイヌワラビ，イヌワラビ，ニ γキシ ダ，キヨタキ γ

山地には若~や花が赤味がかったヤマザクラのほか， ダ，ホソパ シケシダ， ミヤマシケシダ，コガネシダ。

白色に近い花をもっオオ シマザクラが多 く，かなりの シシ カ'-"/ラ科ーコモチシダ。チャセ γ1ダ科ート

大木もある。谷筋にやや花が小形で薬も小さいサクラ ラノオ γ ダ。 ウラポ "/科ーノキ シノブ。

がニ繰ほど，何という種鎮になるのだろうかワ。道路 線子値物

に沿って街載されているソメイヨ シノも，まだ1Eをい イチイ科ーカャ。イヌガヤ科ーイヌガヤ。-<'/

っぱいにつけて華やかであった。 科ーモミ。スギ科ースギ。ヒノキ科 ーアス ナロ。

最初市民の森の南側の尾損道を歩いたのだが，この 双子葉縞物 〔躍弁花豊富 〕

道の傍にはいたるところタチツボスミレの鮮落があり， ドクダ ミ科 ー ドクダミ。セ ンリョウ科 ーフタ リ

見なれた花でもこれだけそろうと実にみごと で， 三人 シズ カ，ヒトリ シズ カ。 ヤナギ科ーヤマナ ラシ，パ

で賛煙車することしきりであ った。 他にコ スミレ，シロ ッコ ヤナギ "/パ ヤナギ。クル ミ科ーオニグルミ。

パナタ チ ツボスミレ，ニオイタチ ツボスミレ， ニヨイ カパノ キ科 ー オオパ ヤシ ャブシ，ヤ マハン ノキ，

λ ミレが見られ，スミレ科の花は 5種あった。 ンノ キ，アカ シデ?7 :シデ，サワシパ-;;ノハシパ

氷取沢の谷筋にはタネアケパナとムラサキケマンの ミ。ブ ナ科 ーイ ヌブナ，シラカ"/，アラ カγ ，ウ ラ

比較的大きな鮮落があった。これも見なれたものだが ジロガ 内コナラ?リ。ニレ科 ー ケ ヤ キ 。 ク ワ科

きれいである。セリ鏑みの適地もある。ヤマネコノメ ー ヤマグワ，コウゾ，イタビカズラ，イ ラク サ科ー

ソウの小鮮落も点在してすばらしL、。 カラム γ ， ウワバ ミソウ， コアカソ。ビャクダ ン科 一

林内には，サイハイラ ン，ウパユリ，ウラ シマソ ウ， カナピキソウ。ウマノスズクサ科ー フタパ アオイ，

ホウチャク Yウ，サラシナ ショウマ，ア カショ ウマな ランヨウアオイ，カンアオイ，オオパウマノスズタサ。

どが多く，それぞれ地表に薬を広げている。また主と タデ科ースイ パ，ミズヒキ， ミヤマタニソパ，ギシ

してスギ林の下だが，イノデを中心とする シダ僻落が ギン勺イタドリ。ヤマゴボウ科ーヤマゴボウ。ナデ

各処にあってすばらしL、。雨のため林内を動きまわれ シコ科 --;;メクサ，ノ ミノツプ リ，ミミ ナグサ，

なくて筏念だが，フモト シダ， リョウメ ンシダ， ベニ コベ， ウγ ハ コベ， ミヤマハコベ。 フサザ クラ科ー

シダ，イワガネゼンマイなどが多L、。 フサザタラ。キ ンポ ウ ゲ 科 ー ク サ ボ タ ン，ハンシ ョ

雨がきれめなく降り続き，写真銀彫はおろか採集も ウプル， γ ロパ ナハ ンシ ョウ γ.-Jレ，コボタンノソレ，セ

ままならず， 峯市民の森へいくことは断念，円海山頂 ンニンソウ，アキカラマツ，ヒメウズ，ヤマトリカブ

から尾線道を港南台駅へ出ることにした。駅近くの空 卜，サラ ・ノ ナショウマ，イヌショウマ，オオパ ショウ

地で帰化縞物のキレハイヌガラシらしきものを発見， マ， トウゴタサパノオ。アケビ科ーアケビ， ミツパ

これが最後の探集品となった。 アケビ。 メギ科ーメギ。-;;-;;'ラフジ科ーアオツプ

同行のお 2人にぜひまたこのコースを企画してほし ラフ ジ，モクレ ン科 ホオノキ， シキ ミ@クスノ キ

いと言われ，ひどい雨の中をご案内した甲斐があった。 科ーダンコウパイ，ヤマコウパ シ， ?ロモジ，アブ

(村上司郎) ラチャン，シロダモ。ケシ科ータサノオウ，タケニ

グサ，ムラサキケマ ン， ミヤマキケマ ン。アブ ラナ科

第 2回プロ ッ ク男IJ植物調査 ー ジャ ニンジ:/，タヰツケバ ナ，ミ ツパ コンロンソ

一一県失地区 ー の E己録 ウ，ユリワサビ，ヤマハタザオ，オオパ タネツケパナ，

シコクハタザオ。ベンケイソウ科ーオノマンヰ ング

5月11日(日)に清川村の宮ケ瀬渓谷 ・馬湯ー唐沢 サ，ヒメレ ンゲ，コモチマン不 γ グサ。 ユキノ シタ科

キャンプ場一黒岩一丸淵一物見峠ー煤ヶ谷のコースで ーヒ トツパ γ ョウマ，アカショウマ，ユキノシタ，

行われた。現地案内指導は県央地区代表の秋山守氏が ハルユキノシタ，ムカゴネコノメ，ヤマネコノメソウ，

あたり，彦加者は16名であった。当日観察できた値物 ヨゴレヰコノメソウ，イワガラ ミ， ?サアジサイ， 11 

はlX.の通りである。このリストは秋山守，長谷川義人， マア ジサイ ， コアジサイ，ガクウアギ， パイ カウ ツギ，

永野武司，三輪徳子の各氏の記録にもとずき作製した ヒメウ ツギ，マルパ ウツギ， シ ロパナヰコノメ。パラ

ものである。 科 ーコ ゴメウ ツギ，ヤ マブキ ，ヤプヘ ビイチ ゴ，

ツパッ チグリ，ニガイチコ¥タマイ チゴ，モ ミジイチ

羊歯植物 コ?サイチゴ，パライチゴ，ウラジロイチゴ，キ γ

トクサ科ースギナ。 ハナワラビ科ーナツノハ ナ ミズヒキ，ノイバラ，オオフジイパラ，マメザタラ，

ワラビ。ゼンマイ科ーゼンマイ。ウラジロ科ーヒ ヤマザタラ，ウワ ミズザクラ，イヌザクラ ， カマ 7 カ。

メウラジロ。イノモトソウ科ーイヌ γF¥ ワラビ， マメ科ージャケ γイパラ，イヌエンジュ 7ジキ，

オオバノイノモトソウ，タチ シノブ，ハ コヰ シダ? キハギ，ネ コハギ，ケ ヤブハギ，カラ λ ノエ ン ドウ ，

ジャタシダ。オシダ科ークサ ソテツ，イヌガ :/'1 ?， カスマグサ， スズメ ノエンドウ ，ナン テ ンハギ， クズ，

コウヤワラビ，イワデンダ，ツルデン ダ， ジュ ウモ ン コマ アナギ 7ジ， ニセアカ シ70 7ウロソウ科ー

ジシダ， チャボイノデ'lヤナ シイノ デ， イノデ，ヤ ゲ ンノシ ョウコ。カタパミ科ー ミヤマ カタ パミ。カ

ブソテツ，ヤマヤブソテツ，ハタモウイノデ，オタマ タパミ ，エ ゾタチカタ バミ。ミ カ ン科ーイヌ ザ γ ゾ

ワラビ， ?マワラピ，ヤマイタチシダ，ベニ Y ダ，ゲ ョウ，コタサギ，マ ツカゼソウ，サンショウ。ニガキ
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科 ーニ ガキ。ヒメハギ科ーヒ メハギ。トウダイグ

サ科ー γ ラキ。ウルシ科ーツタ ウル シ，ヌルデ。

モチノキ科ーイヌツゲ。ニシキギ科ーアルウメモ

ドキ，イヌヅ ノレウメ モドキ， コマユミ-<'ユミ， ツリ

パ ナ。ミツパウ ツギ科 ー ミツバウツギ。 カエデ科ー

コハウチワカエデ，イロハモ ミジ， オオモ ミジ，オニ

イタヤ， エンコウカエデ，チドリノ キ， ウリカエデ，

ホソエカエデ，カジカエデ，メグスリノキ， ミアデカ

エテ・。 アワプキ科 アワプキ。 クロウメモドキ科ー

オオクマヤナギ。ブ ドウ科 ー サ ンカクヅノレ，ノ ブド

ウ，アタ，ヤブガラ シ。マタタピ科 ー サルナ ・'/，マ

タタピ。ツパキ科 ーヤブツパキ， ヒサカキ，チャノ

キ。オトギリソウ科 ー コオトギリ，オトギリソウ。

スミレ科ーエイザンスミレ，アオイスミレ，ケマノレ

パスミレ，ナガパノスミレサイシン，アカ平スミレ，

ヒナスミレ，タチツボス ミレ，コタ チ ツボスミレ，キ

プシ斜 キプシ。ジ γ チョ ウゲ科 ー オユ シパ リ。

グミ科 - '/ノレグミ， ナツグミ， トウグミ(栽)。ア

カパナ科ータ ニ タ デ。 ヤマトグサ科 ー ヤマトグサ。

ウコギ科 タラ ノキ，ウド， トチパ ニンジン， キプ

タ， ミヤマ ウコギ，ヤマウコギ，ハリギリ。セリ科ー

ミツパ，イプキボウ フウ， ノダケ，シラヰセンキュウ，

ヤマゼリ。ミズキ科ーアオキ， ハナ イカダ， ミズキ，

ノコソギ?，ヤマシロギク， ヒヨドリパナ， ヨツパヒ

ヨドリ，オカオグルマ。

単乎1(継物

イネ科ーヌカポ，カニツリグサ， トボシガラ，ス

ズメノカタピラ， ミゾイチゴ ツナギ， イチゴ ツナギ，

ヤマミゾイチゴ ツナギ，ウラ ハグサ，スズダケ。カヤ

ツリグサ科 ナキリスゲ， ナノレ コス ゲ，コカ ンス ゲ，

アオスゲ，ヤマオオイトスゲ，オオイトスゲ，ケスゲ，

ヒメカンスゲ，カンスゲ， ヒカゲスゲ， ヒゴクサ， 7 

ブラシパ。サ!イモ科ーヒトツパテンナンショウ，

ホソ パテンナ ンゾョ ウ， ミミガタテンナンショウ，ク

ロハ シテンナン γョウ。イグサ科 ーヌ カボ γ ソウ ，

スズメノヤ リ。ユ リ科 ーシ ロパナショウジョウパカ

マ，ホトトギス，イワギボウ・ノ，オオパギボウシ， ウ

パュリ，ヤマユリ， ミヤマナノレコユリ， アマドコロ，

ナノレコユリ，ホウチャクソウ，チ ゴユリ，ヤプラ ン，

ジャノヒゲ， シオデ，サルトリイパラ。ヤマノイモ科

ー ヤマノイモ，オニドコロ ，キクパドコロ。アヤメ

手主〆ーシ ャガ。ラン科 ー ギ γ ラン， ミヤマウズラ，

ベニシュスラン， サイハイラ "/，シュンラン，ユウ シ

ュンラン。

(高僑秀男 )

タマノミズキ。 合同値物調査一県北地区一

〔合弁花類 〕

リョウプ科 リョウプ。 イチヤクソウ科 ー ギ ン 次の通り計画しました。多数ご参加下さ L、。

リョウソウモドキ。ツツジ科 ー パイカツツジ，ヤマ ・期 日 8月17日 〈日〉 午前 9時膏野原神社集合
み揚げ

ツツジ，ミツパツツ ジ， アセビ，ネ ジキ，スノキ，シ 償浜線僑本駅前から三ケ木行パス( 1番の

ロヤ シオ(栽)。ヤブコウジ科 ー ヤブコウジ。サタ りば柄本発 7時 15分かまたは 7時35分 )に乗

ラソウ科ーコナスビ， ミヤ マタゴボウ， オカトラノ 車，三ケ木でのりかえ東野行パス(三ケ木発

オ。 カ キ ノ キ科ーヤマガキ。 モクセイ科ーイボ タ 8時 5分かまたは 8時20分)に乗り焼山鷺山

/キ，マルパアオダモ。 7 ジウツギ科ーフジウツギ。 仁1にて下車。 中央線相績餅駅からは三ケ木行

リン ドウ科ー リ ン ドウ。 キョウチク トウ科 ー ツル パス 7時32分か 7時50分。

ニンジ y。ムラサキ科 ー ヤマルリソウ。クマップラ . コー ス 焼 山管山口一焼山 (10S9.6m) ー 青恨の

科 ー タ サ ギ。シソ科 ー キ ラ ンソ ウ，ウツボグサ， 平丸。現地解散ですが帰路は東野発パスに平

カキドゥ 、ノ， トウパナ，テ ンニ ンソ ウ，ヤマハァカ， 丸で乗車， 青野原を通って三 ケ木に出 ます。

シソパ タツナミソウ。 ナス科 ーハシ リドコロ。ゴマ ・持物など 弁 当， 水筒，飴など非常食，雨具(傘，

ノハグサ科 ミゾホオズキ，クワガタソウ，タチイ ビニーノレカ y パ等)， シャツ着替(ビニーノレ

ヌノフグリ，オオイヌ J 7 グリ。イワタパコ科 イ 袋に入れる)，手拭，帽子，履きなれた靴0

・ワタパコ。オオバコ科 ー オオバコ。アカ平科ー 7 なるべくキャラバンシューズがよい)

カヰ，オオパノ ヤエムグラ， ヨツメムグラ，ヤマムグ ・注 意 暑いときの遊山なので自身の健康状況に応

ラ，ヤエムグラ。スイカズラ科ー ニワ トコ，ヤプデ じて無理をしないこと。雨天中止。

マリ，ガマズ ミ， コパノ ガマズ ミ，ツタパヰウツギ， 。償浜北・川崎地区及び三浦地区の計画は都合で遅

スイカズラ，ウグイスカグラ，フジサンシキウツギ れ ています。こん どから上記表題で実施します。

( ? )。オミナエシ科ーツルカノコソウ。ウリ科ー

7.....チャヅノレ。キキョウ科 ー ツルニンジ"/，タニギ 丹沢・箱根地区の採集について

キョウ。キタ科 ー ハルノ ゲγ ，オニノゲ シ，オニタ

ビラコ，ヤク シソ ウ，ニガナ，オオ ジシパ リ，ジ シパ

リ， コウゾリナ，セイヨウタ ンホ.ポ.カントウタンポ

ポ，ヤプタビラコ，コウヤボウキ，カ γ ワパハグマ，

キッコウハグマ，オクモミジハグマ，センポンヤリ，

キ ツネアザミ，オヤマ ポク チ， ノアザミ ，ホソエ ノア

ザミ，モミジガサ，ヤプ レガサ， ヨモギ， リュウノウ

ギク，フキ，サジガ "/?ピソウ， ハハコグサ，ヤ ハズ

ハハコ，ハノレジョオン， シラヤマギク ， !'テヤマギク ，

丹沢 ・箱棋地区の分担者については，特別地主義及び

特別保護地区内の採集許可申請書を提出していました

が，丹沢地区20名，箱線地区23名にこのほど許可証が

おりました。深集に当っては許可証の記入事項を厳守

し，地区代表と連絡をとりながら重復をさけて実施し，

年末には報告書を事務局へ提出して下さ L、。腕章は準

備中ですが "/ーズン中には間に合いそ うもありませ

んので，各自適当な布で作製して下さい。

。。ー


